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プロット

	項目
	記入欄
	記入のヒント

	追放前の搾取と隠れた貢献
	 
	元の所属先で受けていた不当な扱いと、主人公が裏で組織をどう支えていたかを書く。

	理不尽な追放と妨害
	 
	不当な理由で追放を言い渡される場面と、その後に受ける嫌がらせや苦境を書く。

	理解者との出会いと勧誘
	 
	主人公の真価を知る人物との出会いや再会、新天地へ誘われる経緯を書く。

	新天地の好待遇と移籍
	 
	新しい職場の恵まれた労働条件や、移籍する際の周囲の反応を書く。

	入団試験での実力発揮
	 
	新天地の試験や顔見せの場で、本人の予想を超える実力を示して周囲を驚かせる場面を書く。

	古巣の慢心と崩壊の予兆
	 
	主人公を手放した元の組織が、現場の危機に気づかず慢心している様子を書く。

	実力者からの試練と承認
	 
	新天地の上司や実力者から力を試され、実力を示して居場所を認められる展開を書く。

	日常業務での活躍と周囲の評価
	 
	日々の仕事ぶりを通じて、前職で鍛えられた能力や謙虚な人柄が周囲に伝わる様子を書く。

	重要任務への抜擢と事件の発生
	 
	大きな行事や任務に抜擢され、準備を経て現場でトラブルに直面する展開を書く。

	危機の打開と活躍
	 
	主人公ならではの機転や技術で危機を防ぎ、周囲の期待に応える見せ場を書く。

	追放元の破滅と後悔
	 
	主人公を失った元の組織が立ち行かなくなり、追放した側が報いを受ける結末を書く。



主人公キャラクターシート

	項目
	記入欄
	記入のヒント

	名前・年齢・肩書き
	 
	主人公の氏名や社会人歴、追放前と移籍後の立場・階級を整理する。

	外見的特徴
	 
	体格や容姿、周囲からの見られ方や本人が気にしている点を書く。

	出自と家族関係
	 
	出身地や家柄、家族との関わりや地元に戻っていた理由を書く。

	性格と自己評価
	 
	本来の性格と、前職での不当な扱いによって生じた自己評価の低さのギャップを書く。

	得意な能力・スキル
	 
	過酷な労働や鍛錬を通じて身につけた、周囲から見て際立つ魔法や技術を書く。

	苦手なこと・弱点
	 
	能力面や日常・社交面で不得意としている分野を挙げ、人物像に立体感を出す。

	好きなもの・原動力
	 
	行動の支えとなる情熱の対象や、気分転換になる好物・趣味を書く。

	過去の経歴
	 
	追放元の職場に入る以前の学歴や、幼少期・学生時代の印象的なエピソードを書く。

	相棒・重要人物との関係
	 
	主人公を迎え入れる人物との過去の縁や、現在の信頼関係・距離感を書く。



世界観シート

	項目
	記入欄
	記入のヒント

	舞台となる国と地理
	 
	物語の舞台となる国の名称や地理的条件、技術・教育の水準を書く。

	地域間の価値観・労働格差
	 
	追放元の地方と移籍先の中央における、慣習や働き方の違いを整理する。

	新天地の組織と部署構成
	 
	主人公が所属する新組織の役割や部署分け、独自の文化・行事を書く。

	階級制度と権限
	 
	組織内のランク分けや昇進の仕組み、身分証や上位者の特権を書く。

	魔法・技術の体系
	 
	作中に登場する魔法や関連技術の種類、難易度や法的な制限を書く。

	追放元の業界・ギルド事情
	 
	主人公が最初に働いていた業界の仕組みや、地方組織が腐敗している背景を書く。

	貴族社会と社交文化
	 
	王族や有力貴族、大商会などの権力関係や伝統的な社交行事を書く。

	国際情勢と外部の脅威
	 
	周辺諸国との関係や魔物の動向など、任務や事件の背景となる情勢を書く。



分解例：ブラック魔道具師ギルドを追放された私、王宮魔術師として拾われる ～ホワイトな宮廷で、幸せな新生活を始めます！～【Web版】（葉月秋水）

この分解例は公開・刊行中の作品の構成を分析したもので、原文の引用は必要最小限にとどめています。作品の著作権は原作者に帰属します。

プロット

	項目
	原作での内容

	追放前の搾取と隠れた貢献
	西部の魔道具師ギルドで三桁を超える連勤や無給の残業を課され、雑用と簡単な水晶玉作りばかりを命じられていた。実際には《回復魔法》や《固有時間加速》で同僚を支援しながら多くの業務を回し、ギルドの高い営業利益率を支えていた。

	理不尽な追放と妨害
	名門魔術学院卒の女性であることが気に入らないギルド長から無能と罵られ、突然解雇を言い渡される。さらに町長の息子であるギルド長が周囲に圧力をかけたため、魔法薬師ギルドなど町にある他の職場でも採用を断られてしまう。 — “役立たず扱いされてその仕事もクビになってしまったこと。”

	理解者との出会いと勧誘
	冒険者ギルド併設の『満腹食堂』で満腹定食を完食した直後、魔術学院時代の親友であるルークと三年ぶりに再会する。歴代最年少で聖金級魔術師に昇格していた彼から、人生で唯一勝てなかった相手として王宮魔術師の相棒に指名したいと誘われる。

	新天地の好待遇と移籍
	高い給与や完全週休二日制、年間三十日の有休、王宮の大図書館の自由利用という好条件を提示されて誘いを受ける。ルークが手配した公爵家の馬車で母と共に王都の貸家へ引っ越し、ギルド長や町の人々を呆然とさせながら町を離れる。

	入団試験での実力発揮
	初出勤の日、実績のない部外者の採用に難色を示す人事部長マリウスから『魔法技能測定』での実力証明を求められる。合格ラインがあることを知らないまま全力で《烈風砲》を放ち、王宮魔術師でもごく一部しか壊せない測定用の壁に穴を開けて周囲をざわつかせる。

	古巣の慢心と崩壊の予兆
	ギルド長と副ギルド長はノエルの貢献に気づかないまま高級酒を酌み交わし、侯爵家やオズワルド商会との水晶玉の取引話に浮かれる。二人が現場の確認を怠って休む中、工房の奥には誰も手をつけられない未処理の仕事が溜まっていく。 — “工房作業場の奥に積み上がった処理されていない仕事の山。”

	実力者からの試練と承認
	配属先の三番隊隊長で聖宝級魔術師のガウェインから、新人が60秒間耐え抜く恒例行事『血の６０秒』を挑まれる。ミカエル第一王子らが見学する中でガウェインの本気の猛攻に対処して歴代二人目の合格を果たし、ご褒美として王都で一番高い店の肉料理を奢ってもらう。

	日常業務での活躍と周囲の評価
	クビになることを恐れたノエルは、隊舎の掃除や通信用魔道具の整備などの雑用を率先して引き受ける。《固有時間加速》を使って若手隊員たちが協力して行う量の雑務を一人で片付けたことで、副隊長のレティシアから過酷な鍛錬を乗り越えた一線級の人材として評価される。

	重要任務への抜擢と事件の発生
	王室主催の『緋薔薇の舞踏会』に、ルークの推薦で参加者に紛れる警護役として出席することになる。作法やダンスの特訓を経て迎えた当日、フロアから離れたお化粧室で変身薬の香りと眠らされた老執事を発見し、毒入りワインによる暗殺計画に気づく。

	危機の打開と活躍
	観覧席で老執事姿の犯人が女性にワインを渡すのを見つけ、足元に放った《烈風砲》を《魔法障壁》で囲んだ反動を使って空高く跳躍する。大声で女性を一瞬硬直させた隙にグラスを押し飛ばし、暗殺を未然に防ぐ。

	追放元の破滅と後悔
	魔道具師ギルドに没落の気配が近づいていることや、未処理の仕事が積み上がっている状況までは描かれている。ただし、取引の失敗などでギルドが実際に破綻し、ギルド長たちが後悔する結末については、扱った範囲の本文には出てこない。



主人公キャラクターシート

	項目
	原作での内容

	名前・年齢・肩書き
	名前はノエル・スプリングフィールドで、六年制の魔術学院を卒業して三年目の社会人にあたる。西部の魔道具師ギルドを解雇された後、王宮魔術師団の三番隊に所属する第十位・白磁級の王宮魔術師となる。

	外見的特徴
	身長が低めで小柄なため、周囲からは子供やちびっ子のように見られることが多い。子供扱いされるのを避けようとして普段は胸にパットを四枚重ねているが、舞踏会の着付けで侍女長に外されて整えられた際は綺麗なドレス姿を見せる。

	出自と家族関係
	西部地域の辺境の町で育った平民で、女手一つで働いて学費を貯めてくれた母に深く感謝している。卒業後は体調を崩した母の看病のために地元へ戻っていたが、回復して元気になった現在の母からは結婚やルークとの玉の輿を毎日のように勧められている。

	性格と自己評価
	真面目で頑張り屋かつ負けず嫌いな性格だが、前職で役立たず扱いされ続けた影響で自信を失っており、王宮でもクビを恐れて雑用に励むほど自己評価が低い。一方で恋愛や貴族の駆け引きには疎く、ルークからは少し抜けたところがあると評されている。

	得意な能力・スキル
	《多重詠唱》や各種強化魔法、《烈風砲》などの風魔法に加え、前職で酷使した《回復魔法》や《固有時間加速》を得意とする。特に《固有時間加速》は聖金級のレティシアでも十分が限界のところを最大八時間連続で使った経験があり、速度も非常に高い水準に達している。 — “彼女の速さは聖宝級魔術師であるガウェインさえもわずかに上回っているように見えた。”

	苦手なこと・弱点
	魔道具への魔力付与が本来一番苦手で、学院時代は魔力を込めすぎて粉微塵にするため「破壊神」と呼ばれていたが、前職での反復練習により下級魔道具作りはこなせるようになっている。また、魔法以外の一般教養や貴族の礼儀作法、ダンス・音楽などの芸術分野も不得意としている。

	好きなもの・原動力
	幼い頃から魔法を愛しており、休みのない前職時代も睡眠時間を削って勉強を続けるほど情熱を傾けている。また、学院の学食大食いバトルで最強の座につき、高級店で上司の半月分の食費にあたる肉料理を平らげるほどの大食いでもある。 — “小さい頃から魔法が大好きで、魔法を使える仕事に就くのが夢だった。”

	過去の経歴
	幼少期は木登りや悪ガキとの喧嘩で四百戦無敗を記録し、「西で一番やべえ女」と呼ばれていた。その後は王都の名門魔術学院へ進学して首席入学者のルークと定期試験で競い合い、学生時代には大人びた体型に憧れて変身薬の研究にも打ち込んでいた。

	相棒・重要人物との関係
	公爵家長男で聖金級魔術師のルークとは、学院時代にテストや魔法戦闘で競い合ったライバルであり親友の間柄にあたる。現在は彼の相棒として背中を預けられているが、ノエル自身は彼をただの友達と考えており、ルークが抱く特別な感情には気づいていない。



世界観シート

	項目
	原作での内容

	舞台となる国と地理
	魔物が住む未開拓地と隣接するアーデンフェルド王国が舞台で、西方大陸の中でも進んだ魔法技術を有している。王都には壮麗な『赤の宮殿』があり、その内部には古の大賢者の魔導書や予言書を収蔵する大図書館や、充実した魔法演習場が備えられている。 — “魔法教育機関のレベルは世界でもトップクラス。”

	地域間の価値観・労働格差
	王都では女性が魔法を使って働くことも一般的になっており、王宮魔術師団では完全週休二日制や有休も整っている。一方、西部などの地方では「女性は十五歳前後で結婚するもの」「女性にまともな魔道具は作れない」といった古い考えが根強く、魔法を使える職場自体がごくわずかしかない。

	新天地の組織と部署構成
	王宮魔術師団は王国の最高機関の一つで、一番隊（魔法界統括）、二番隊（法務）、三番隊（王都・王宮の警護）、四番隊（医療魔法研究・救護）、五番隊（魔法薬研究）、六番隊（魔道具研究）などに分かれている。三番隊には新人が隊長と60秒戦う『血の６０秒』という恒例行事があり、宮廷関係者の間で賭けが行われる名物となっている。

	階級制度と権限
	上から聖宝級、聖金級、聖銀級、黄金級、白銀級、青銅級、紅玉級、翠玉級、黒曜級、白磁級の順で報酬や地位が上がり、最上位の聖宝級は王国に七人しかいない。身分証として階級に応じた装飾入りの懐中時計が渡され、第二位の聖金級になると部下を一人相棒として指名する権限が認められる。 — “王宮魔術師には十の階級がある。”

	魔法・技術の体系
	《烈風砲》や《轟炎弾》などの攻撃魔法、《魔法障壁》などの防御魔法、《固有時間加速》や《魔力増幅》などの補助魔法、回復魔法、魔道具への魔力付与、変身薬などの魔法薬調合が存在する。無詠唱での《多重詠唱》は高難度の技術とされ、惚れ薬の製造や使用は犯罪と定められている。

	追放元の業界・ギルド事情
	地方の町には魔道具師ギルドや魔法薬師ギルド、冒険者ギルド、職業斡旋所などが置かれている。ノエルが勤めていた西部の魔道具師ギルドでは、男爵家の血筋で町長の息子でもあるギルド長とコネ入社の副ギルド長が現場に業務を押しつけており、立場を利用した就職妨害も起きている。

	貴族社会と社交文化
	ミカエル第一王子ら王室を頂点に、ヴァルトシュタイン公爵家や王国一の大商会を所有するアーサー・オズワルド大公などの有力貴族が存在する。王宮では百年以上続く王室主催の『緋薔薇の舞踏会』が開かれ、最上位貴族や隣国の王女が集い、代々の王太子が将来の王妃と出会う場となっている。

	国際情勢と外部の脅威
	近隣にはブランダール公国、クラレス教国、ノインツェラ皇国などがあり、内部で勢力争いが続く国もあるほか、他国の記念式典では王太子の暗殺未遂事件が起きている。隣接する未開拓地には魔物が住んでいるものの現在は活動が沈静化しており、魔物の具体的な種類や生態は扱った範囲の本文には出てこない。



